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核融合炉においてダイバータへの熱負荷低減のために、壁面到達前の気層中で体積

再結合によってプラズマを消失させる非接触化が提案されている。再結合の速度係数

は電子温度・密度に依存するため、再結合プラズマの物理把握のためには電子温度・

密度の計測手法が求められる。電子温度・密度の計測手法に核融合反応によって生成

されるHeの原子発光強度比を用いるものがあるが、再結合プラズマでの計測例が少
ない。そこで本研究では、He原子線強度比法を用いて再結合プラズマでの電子温度・
密度評価を試みた。

再結合プラズマにおいてHe原子線強度比計測を行う場合、従来用いられている原
子発光ライン(λ=501.6, 667.8, 706.5, 728.1 nm)では二つの電子温度・密度の解を示して
しまう[1]。そこで、本研究では新たな原子発光ラインとしてλ= 447.1 nm(23P-43D)を用
いてHe原子線強度比計測を行った。また、He-H2混合プラズマにおいてHeの特定準位
の発光強度の異常な増加が見られた。
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